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【目的】紅色蛋白色素を含有する海産性単細胞紅藻、ポルフィリディウムを用いて染色

の可能性を検討するため、絹羽二重を染色し。堅牢度（耐光性と耐洗濯性）と抗菌力を測

定した。また、色素の主成分（フィコエリトリン）について安定性を検討した。

【方法】ポルフィリディウムを乾燥藻体とし、色素を抽出して染液とした。ここにL-ア

スコルビン酸を添加して、アセテート、綿、ナイロン、絹、レーヨン。羊毛の６種類の繊

維からなるＡＡＴＣＣのマルチファイバーを染色した。また、アルミニウムで後処理を

行った絹羽二重について、染色堅牢度の測定とシX ークフラスコ法による抗菌性試験を行

った。さらに色素（フィコエリトリン）について熱安定性、PH安定性を調べた。

【結果】ポルフィリディウムの紅色蛋白色素による染色は、絹羽二重にアルミニウムで

後処理を施すことにより着色が安定した。また、タンニン酸を添加することにより、洗濯

堅牢度は若干向上した、タンニン酸を添加して染色した染色布の減菌率は46.2舅であった。

一方、色素は35～40°C、中性域で安定であることが明かになった。

2Mp－6 動物性染料コチニールの抽出に及ぼす酸添加の影響

　　　　　共立女短大　　　樫野悦子

　　目的　動物性染料であるコチニールは、ある鮭のサボテンに吸着寄生するメキシコ原産

　のエンジ虫（コクスカクチ）に存在する色素であり、主産地のメキシコ、グアテマラ、カ
　ナリー諸島などでは古くから染料用として放養しており、産卵前の雌虫を採取して殺虫乾

　燥して輸出される。コチニールは一絞的にpllによりその色相が変化することは知られてい

　るが、その詳細は明らかではない。そこで本研究では、コチニール染料による染色を合理

　的に行うための基礎的なデーターを得ることを目的とし、コチニール抽出時の酸添加によ

　る抽出液について詳細に検討した。
　　方法　抽出用水に添加する酸には、酢酸・酪酸・硫酸・硝酸を使用し、それぞれの酸に

　より初期pli値を設定した。抽出容器は、lOOmL共詮付三角フラスコを用い、コチニール乾

　燥虫体0.5gに対して抽出用溶液50mLの一定濃度になるようにした。気温約20+51:の室内で

　そのまま静置してコチニール色素抽出を行い、その抽出液を経日的に測定した。

　　結果　川可視部吸収スペクトル特n.波長曲線における490nniでの吸光度は、抽出４［|

　後においては、初期値pii2の場合、酪酸＞酢酸＞硫酸≧硝酸の順であり、初期Pil3および

　plI4では、硫酸＞硝酸＞酪酸≧酢酸の順になる。(2)可視部波長曲線の最大波長は、次第

　に長波長側へと移行する。(3)酢酸・酪酸の場合は、硫酸・硝酸の場合よりも最大波長の

　長波長側への移行が緩慢である。(4)初期fipH2の場合は、PH3および4よりも波長曲線、

　の形状変化が少ない。(5) 酢酸および酪酸では初期値pH3と4の間で硫酸および硝酸では

　初期値pH2と3の間で色相変化が認められる。
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